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R竜郷 D滅相 TiAa丸として好捕 と生坂とt附 け ると寺はそJtらとBl41=8賀l=lJJうるly上目
'iEなせ土鳩 くた ち｡安全ザLJ一油 状i8に敬け8日租発射,JI(FI丑府や発^ぴH入e‥ 相 増井41の

3tJの:･鳩 はrこより比やした.淡p相 野p>'ie公腔と渇めるためIこr_堪窄･aLHと下113(煤泡と遅くナる
･'''けではガ甘'elLくり ノの酸化ZZ応漣玖tfVrもtJlも仲PJをf_Lナ手相 と加-Z'こと'こ上り耐水の八円
作用とrTL'LめものがよいことをPL:7=｡

1 持 す

現在攻が同に放て.&lLJせられていろ敦盛塚野として 古 拙 にqr詞uスdEケ'/トカ:もろJgtT

は抄だ1Iナマイトとして白梅′Iナ▼イトがあlJ
那 ミ蟻玉として取 TJナTイト,側 背,抜カー

H/ト.轍 〆1ナーイ弓払;'')ろ｡夫等は夫 W々 <

がもろけjLとも兆の'G%隼.二男しては兼だ斗足すべき
ものと号うことが出来小 ｡一件止こ粟的に判同し和

ろ鮎 {=王事JL･<一件相 としてJa卓は紫も排 せろ

エ7･ルギーを附 するものであろから,共の特長を火
も1両も苑群の安全性のあるものたらしめろことが必

姿である｡米相野では榔 渦坑和の常鮭に就き榔 し

た技,規 とSt4とを併用すらことにより淡全ぬさて汚
きろことを辻べろ｡

札 茨gEII事の安全度と其の他 ま

y:帝の坑内LD発破降作はik徒歩tlであるた軌 正甫
Tr光政作動 :行わ11た斬 安全である処の改定玖定拭
J&[こ令旅したbl鵬 茄でも.劉吠な膳件の宛政では}
グyガスや組 へ列火することがある｡

蛇の危鹸な興常確地を分類すると

次のAJJくなろ'Cあらう｡
1 fi荷強火又は耕誠不光かこ上る

奄濯

2.負荷過小又は粥 LLb一漂3aぎて

火6rSuスが吹き破って書出すろq1

3 肋 にA窮,'agZi等の存在す
る特会

･l_棚 故により大きく故g!Jleか

て式の孔の齢.1L事が一部荘川した
扶痕で爆発すろ砂合

5.小幻覚故や鰍 肘許牙の突放に
当り付け究欄 似の作粟をするg taJt

弊JCの掛 で加 される究俄に1ヨ召すろq入.誠gt
¢版 や甥矧三転ね以上6垣の無鞘-=BV.]山楽ちと考
えらlLる｡従って姓の丘瑳D具有陳拝に成るべく近い

各現の断 で脈 の'Ejt助畑 {_{行い,共の何LLJ)4

令にもyl兇r&への不引火野JtTJ火さしものを等,̂.m
に邦訴して甘食な提要と℡はなInuごならぬ｡

さて現在の絹 の正式炭耗恥 Pl鋤 三は斡怜披

in内に臼rjから発射してu人や裂IEへの引火性を柑
するのであるが,こ川./qir妃6tiの引火損柄の中の】,
2,3,の和 に対すろ安全壁の榔 三として役立つの
二である｡ I.5,の和 に柑しては拭B坑道内にfifdl

も/iiしてbt党せしめ.･jJ火ナちか密かを舛Bする方法
が有劫である｡Jtの臼砲定封と七的僧籍と4)安全糾投
法の他に2枚の鉄板を判肝｢7J血勿圭Ⅶ 苅抄出(H･e.lk
G爪t]erlTest)があるが.そ川 王延岡3に対すろPtn

法として的 てある｡牝の3櫨の柵 班の他に軸 等

の棚 した〝スLfケyトF_lEtI確身挿(泳法がある｡



こLLは封Fgbをも含め'EJIU陀6紐の生野Egに上る引

火他を主甜劫rjLこ析死せんがために BreLLkglllleryを

考博して動作したものであって椎の珊超の牧野は天の
如くであろ｡

カスdケ ツト円抱は外mZ#別,内砧細 で英のTFllこ

経 254=m,兵書 Wcm の札を穿ってある｡杜の砲艦

内で煙iZ粒は発させる｡拭於抗癌の鰍 .- I20zTlであ

I)邦の空似こCLtJ9J';と企坑iEt合ガスを萌す.引火

す)1.1i'坑血Jiのガスが爆発するから引'k,不引火の河
定は秘 である.唯の拭SB班に上るときは倍速のE値

発射試SSEやl鄭11はヲEよl)もUスに引火し卦.･し,恥に

9之 】 英 EZI

KスJrXはぷ脚 部 もt

cH- ぽ ≡5;亨………言

i-Boェ(=7938g)

ze此 (-SZO3g)

地べた粍班のA常苑地¢附手に近似していると考えら

れるD

現在我が国のj拭 臼砲発射に上る帆走試段決では
9土03/'4'CHJ-A.ri鬼介ガスに対しrO軌 淡機に対

して5匝悦射してEE;丑803gで不引火のものを】顕..E3,.
とし,4∞gで不引火のものを2出品として合格とす

るわけであるが,こjLは英司のit幹法を参考とLで定
めL>かたものである｡

英国の公告密封馳 '.前任sglJ)P脱 炭ia内に臼砲

から発射ナろのであって,iCのRt田は次の如くである｡

･llttト.riニtLJLL:
墳斜のイ1無 猪歓
k 5

都(黙止托) S

初( ∫ ) 5

初( ′ ) S

材( ∫ ) 5

比のHba班'C注HすべきことはJn犯せn稚介と･n胡
した和合とで独幼弱iLを34にすること{･ある｡即ち1̂

2!:せね砂合には如何f=ろ苛砧でも2268gであるが,
塀2汁 る槻介はTつと鎚血を棉して叩aするのであ
ろ｡こjLは廿.むの祁舶 茄は同一iE兜では幼恕しない
均分が必7位現した梯台上I)･3r火しか 心 らである｡
但Lt毒めて描過の必 爆発,例九は S･ltCt)prLmCr

では外的に過 のこともあI)1.Jちと英国で報'抗さltてい

rう.

杜の臼砲発射PE泣沈の欠.JLはET抱のldiffl同故の相加
に上る抱剛 部の防粍茨大に日'い引火成班に並鈍が並
することJL･もろ｡rTZl一･-d野でも口招脚n何故の棉加に
つLLて不引火崩人lf:牡が析加し.老齢由では諮砲にIt:
し2C0-3ccg大きく‖ろことがある｡

源くの如くFrflJ発射FE漁法には装歓そのものに仲.lJ

不可逆的鼠益があ乙からJl:式映LdjEP湖 として即に比の

也の試験紙だけに61ろことはJ娘 であって,別姓した

折の他の'L<塩蛙拭鮎 もjl三式に玩t)あげも 伽 の攻

全圧を布地DEiAaの成功に上I)投合的に卵定すること

が貸出であるとすわなければなら払

IH 茨殊用事の滅熟′宅地fEの作用

応滋叔脚 ((lTUr)mlne)に於けろ苑故に回る抑故

のLEt国としてはm姐の6班の幽常男ぬであるが.VEに
之を突込んで巧耕すlば ,鰍Eの爆矧こ上る締 出の
圧青潮1川と棚'LEにfl一勺苅iBlガス乃至火r(Jの作目と甘う
ことになろとiil.与｡

比の内野軍政の江府t棚)は'#,tに対すろ上.)もHス

E=対し特に蛍火の牌 也を和するのであらが,掛 の

rCl J-

RT
罪fl〆イナマイ ト

舟 妖 促 ZE;

J>fZダイナマイ ト

僚 iFL ヰ aE

災幹にはれは規姓の大きな勝男は樹 F,爆発Pt教でその
m J火髭大野如 'JR のfL[群にIE_舐 されなtのに反

し･退避の比較的迎いは鉱は抗正和によL)大いに典TJ
LJ畑 邦人なるときは不引火Jl.L大56血が大きいが錨

地ド小さいときは任下すろ｡従って樹 HlのLk火の襖

L3[二相握があることを推功し1Eほ｡即ち煤過の大きい
域合は爆発の火蛾か班は町牢池でff(擢 ClhlA】rに

,L'.し火するのに圧し煤曲の小さい胡合は煤登かL',発3L=け

ち暇 の作州を考九なけJLは'T=ちね｡立体約円鑑的
kh招きの祁JF'田英の粉介は田野故の naChE肘鞍上
I)も余型大きな匹))とfrl),且つその全件としての柘

匹の迫の仲川する時間即ちLA托折解読のTSlさに相当す
る岬柵が長くIJ.-ちかち かスへの,･'l火の可悼他は大いに

榊大すると-Ax_らjしろ｡

LWくの如く曳火の日柄そのものにfFl過があるかbそ
の414の程合に嬉合した輝黙約切付を研究ナろ必RIが
あるし,又r'rl一物でBq}JへnJHすろ煉な抽耳なl)或は
他の宇B2なt)を振託すろ必嬰があると策謀は考x_ろの

である｡I.Lも廿3ZzにlA･JIJされている村落前場帯は我が

EEEでは玉Blであるが外国では射 t:J'少も上くlJIわれて

いろ.Ji姐や卿 ヒカリは全く爆発圧LBに流与Lt=い蕪
換物であろから.その分布丑に比附して熔発t呈如 胡
1するが.又そIけ三け舵JJも城少ナろのであら｡両も

食也と石地 との‡地合拙Ei指だしく玖泌性が人であるか

ら,それJit土野成/'}とするものは抜出El散と炎に殉堤
舵がPj:下して域朗iSを蝕L'臥 ､欠I■.(がある｡

)I
然るに棚 前払粕たるむ諒は英の一部舶 -.触 して

は発圧応に戊与するから.爆茄としてのJ&力の妊下を

Uは ,他部分は和執な汗腺元架たるK,軸,Ⅰを在任



放11ILてノダyyスやEk洲 の軸 を机ける附鮒 MIJを
鮮むのである｡従って協 の分解の並迎tDち粒はとイT

効成分元新 '何故が粥愉罷カに鋼線+ろことと1ころ｡
粒肋 ;小さ過ぎるときは海猫が余LJにも巡カーに主機 し

払して有効元来J;等が K三0 なL) KeCO)に射 こして

しまい温鵬 とfJ.Lbなしから滑榔 b);波少-1る.
又肋 ;大き過ぎるときは髄 に関与する缶加 ;少な

iElきて充分の村数先決を放出しfJ.･いことにTLろ.六に

1紅謀中のイJ幼元来の企JH正(JL+.N'EI+り b班か以上

とfJ:ることが必封である｡

従って_QのR,.'人からW lの粒度と‡t軌或分相 こ巌
流なるBi格を設け,それに合指するもののもLEIlトビわ

ほならTJt･.I.'.7嶺苛は31gLの如く堅減捻干潮維カニ慕
いから,そJLを/Jむ棚tE:は相 中の殉旗艦の依1が少

い■

さて架萌喋範の班会舵7L,2.:-LJする4Zl来JL_,･iZ指軌 に洞
I)下げて考x.iLば攻の如く2Ⅰ当千であるから
A) 物理他作川-膳71iA蛇をTlf.雌巡7._r･Zilくすろ
ことに上り煉 度を市める巾TllでこLtには瀕*In用
の大きL的Kを加えろ｡
Jl) 化学的作目)-Jタyガスの感化迩研反rL:q･Jk応
印の活性を対し放化をJrL止すろ仲川でこれには[..:<a
J等が市軌であろ｡

比の物周王的ft-Jtは化,-y(L')作用との2LZI子を巧(&すべ
きことは飼丸は同一脚 の曝藁の楼台〔=1世JllJ雌発に

上るyス引火只5&では爆迎の犬なろカが･引火し易 い こ
と,又El抱確射に1ろ･31火討汝では爆発in皮力細 発

威力の大ILろIJ)Jが･jl火し易いことから肋把的以子の作
川がわかる｡ 式lこ鬼姐のJE空打ち淋 約払巾を含tI災

尻捉葉とそれを含まrユj賊 榔 とに就き･引火舛除を,I

行えば,Jタンカ'スの波腹L'Lr･変えた棚倉的JlはuL合が
･Lの坦発駅非脈肘姓では不引火馳 :融 に増大する
P)に,筏林はEgl2に7r-:METく余りgt化しないことかC,

化紫的何千のft-llJ的切 言iLろ｡

-一 一 二一

∴ I__+ _- ∴ ㍉ ∵ - -:J,. LI IA J▲ ろ｡

之れはTELtq日 2cm の試扱yLiZIr-～で爆茄をLn丘rfl心
にHlし･E包恥がJm aに十計T-ろbJlくTl'Jして雌托せし

めて紺.91Lた脈である｡深夜脚 'flLC的玖Nの部 巨と
して制 は兜にJタンの献化迎机軌 Eの切断nlJTlに郎

Li老べたが,その作用はJタンの倣TE取外髄粁近に於
て手割二部｢沖であることカ:わかる｡I.王邦班附妃では反広

明の生成掛軸;此l知り小さいかbifF個物 1上E)17効に
作11げ ろものと考えられる｡然るにリ)災舶 g:では封

髄鞘がないから反LL一現の舘t産が小さくともそのtE扮
按抽痛を妨げる鴇性を41-する地坪がなく,経って殆ん

t1.ll-茄牡で餅に111火するのであろう.
ifig.熊の鼓鮭としてEt化狂h-述功の分技の鮮樵をyJ
げろ lrLhlbI一Orの作)IJb'考と-,LLろことは卿 の往く)
AlldLhertやGoyblndt_Tも同Cllを雅邦して居ろO
又最近疋田攻も災旭 光に討するの切放柴を防gELして
之と同じ瑞論に到適した｡牝の化学的作肋と取初に基■ヽ

捜火Riに朋L北川稚三氏が患t;たものであろ｡
図2に′r;した瀧弧 茄の不引火浪人繋丑の曲扱け寛
姓も海抜も殆んど同柳rTl]であろ｡

糊 Nの嶺鳩として戦野的作JEIと化学的作榊との2
E司丁が併任1ろ以上耽 は々茶触 巧に比の2†1-ff)を留
ましめろ物穴をi吐合することが合ヒ川')であることを知
1.I+

llJ 海菜及び食塩の一博地軸典

洪脚 の洲 榊 としての糊 及びjiJAの効梨

を比較ナちために貌tt鵠用さlLて放る恥 ダイナ-イ
トに近い式の軌嘘の熔頚を軸 LKス,災秋にtけ る

一定生鮮の苅掛をr･fj=つた｡

わ 邑i ii:

故 2 ,ン(求蝶茄ED性lTJn成(!'')
以前 ING NC NmhTOS ホ冊 iE虹 I碓詳I
A 80 03 637 80 200 -rir 712 - 205CP 引 2 205 - -

D ′ 697 - 7.0 J50T･-.rp &37 8.0
N科JiはAから玉城をF九 ･てそilナこけ硝

n'を伸したものであIh CはRの】揃 をそ

のま 本ゝ朝{･聡さかへたものである｡只軒

t)は克也とお諒とを担当■こ配合して11も安

全姓を㍍めたものである｡

ユ 安急伸 St盛拭
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カ ス.裁軌こ対する引火坤 ･Jl火【包摂ノ英冶何故(九州此方)
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牝の竣桝から海誰のみを含むJiと本物のみを含むC

との公金蜂の立は明白一cmか ;占00 g3-で不'lJ火であ

るのに対し後脚 まJLCI3h'でも引火する｡QJZもi脚 は朗

らかに刑払執刀出てあると72はなければなりたい.次l二

五glを含むAとお品を含むrIとでは上記の臼砲に上る
執冠bt漁 15~e･は非の'b三食Za,'に余L)差架が認められな
い｡人力Lら食塩をポいた】-.の鵬 姓が黄‡も舵く 200g

でも引火する,こlLは蟻竹丘Rpが払 ･からであろう｡

舶韻と允AEとを俳川したDlま800g進不引火で邦の

公魚資はktも市い｡
釦 の袖用ET抱では琴丑JfBeOg奴上に粁 すこと
は無用であろが,北脚 幌杓のH酸坑iZZで行う鮮TFJ

封捻ならはもつと繋血カ'JOせる｡プ壬-･に邦の拭放成桝
を,F=す｡
ILHガスに対すも引火申(北1脚 新株内)
9% CH-1Alr,野良l王32%x1125g
Dものむ河本1欧でJlRナ

;漠 林 林 弥 畔 7- 9- 本
A O′7 I/+ )/4 J/J 1 - - -
LL 0/紳 )/T I/A )/8暮/t 土/1 】/1 -
L) 4/tQh ô○′T O/10/70/lO I/1
拭科CとEに払 ･ては坑必用 】2OznのPE急坑芯で

のT,tGL謀蛤でその感IP7は発に上る引火革が糾科A,l3,

1)に比し甚だ恥 ･ことを舶 ･めて137たのでfTbT'な
ら総 腔の掛 ･A.a,])にEtきfTつた.兜の成掛で
もわかるtaに食型と榊 とな併せ含むDは,それらを
別■に肌色に含む.4,u上りも邦の安全肋 :格技に詞]

いのであろ｡比のtJ姐ではDは繋t lkgでもKスに

JjJ火LtJ:い｡

,xに伽 亡考案したガ>ポケット臼砲確射舛掛にLJi
J)比等の引火串をPt牡すると･Xの如くである｡
或5 カ■スポケツIEl砲発射=(軌 こ映るi11火申

(9,'ECH4-All)
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q]も虻の故郷 こ上るときは怠姓と泊 とをIA伯に含
tPA及び8の不;jr火野血は･一一愛して Id)gなろに対し

叩淡を併用したDは 】SOgとなる｡叉洞焔粕を含まぬ
Cは 50g である｡期の如くガスjIケ1トFif姐ミ段に
上れば苛通Q)日地相 '73不･)J火点!大玉tが 600gなり
800 なりと云う凪に祐い火全圧を示ナ鳩15でも.lSeg

なI)2∞gf_I)で引火するのであるから,比の拭漁法

は誹tE-'の所見も尾括な粥拾法と云 川Iが山キミろ｡;草原

の淡東の坑内で勝 助 てtArE拭Eaに合格したは邦を蚊
川して ICOgや2COどlで'31火爆発柿故JT/基ゼナること
があるのは,牝の様なq入Sケ.･トFl由発一桝 5Etに似
た独得桝 で光政が行われろことに近田するのであろ
う｡従って災断水川中の邦払拭洞 の研究に-&苅汝法は
大いに役立ちftlちと考もられる｡カ■スポケットE]f城

田で茄Bt2O3g以上でもUJ火しない様な腿粥がUl丸

雨 もそi哨 身の煉究th ;軸足すべきbのであるなら

ば36の鰐鰍 三光脚 の艶色lを暗連破し1=ものと言う

ことが‖来よう.

3 舛段は部の触発性他

.L.妃の供託は軍の煉准性能を計はTと実朝から調べて
10I

見よう｡計井はLLE家は士の火野朽故肘 併 法lこ従い,

生成 ガスの此燕は狂溝の耗I出した平雌 式に抜った

我 6 供釈燥盤の特恐散

別科 (Tc発馬 JhJkg)4¥輔掛 だ 火 拡 ソJ(oK) ()･kdC･nI/kg)

A 703 736 2221 朗85
Li EO2 E)93 2308 788L

C 769 986 2218 827I
I) 743 830 2225 69e8

7: 783 93L 2442 8605

･xに生塑性巾巨を'#淵した他は'R71こ荒すiU )で あ
る｡

'1i7 1拝談叫荘'D芙淵性碍

抑 圧此zh Pm/S 巧f.# 毘ggccl了 r(iamS71
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粥6の払牧歌のrrlCCのみは耶米不足であるから那2

恥 敬yJE5m 比にて行い-̂ 射ヒ棚 並に水物 て柑出発
生することになる｡

求3に'-T=した如く特にT;が少堵丘でr3F火するのl>_邦

の爆発脚 く且つ火婆-Jlも犬なるためであろう,

式に他 1虻の讃IいA.B並にDを比l支するに,Dの

床力は大領ノ｣.熊笹乱 打.道肝 rこ見られるhく.A

より強くIi上l)戦く別席のlTlrlllzこあるに拘らrその'At
全肋 胡林より織75に花いことは姓口すべきことであ

る｡此れは附瑞相として企gXと伯 と/I_r･併用する71flこ

7m輪鞘として漆韻と企也とを併用するときは,JC
の牡確妊ノ)はt振舞を印且にJuいた1給 の小riJllこあろ

那,安全肘 ミ何LLの雌邪II)もすっと高くなろこと

をET抱発射.態栴懸発,〝スSケツト臼砲発射g)3

憩の'J<%試射 三に1ウ応力.めた

交: 群

∫ T.糾br,ResetLrChhTo2(19JL9)

lV L ド Stlepl･eTtI,H C GrlmShEL",C81L

Gtmrd Vo1180 X'0 4山9(Z950)Fib z6

上'),物粗愉 仰 】と化学的誰他Llltlと州 も附 二 〇) 波乱 工束火･E払企払9,hTo2㈹和桝 9JH7Z
茄な,)合って,邦の糾 比 に有効に仰 け ろものと巧 く) 馴 l･エ畢火炎La公益BpNo 3･4(BLl御2沖3
丈られろ.従って危胞米州 こ於てはDのblく海誹と允 Jり eO

盤とを併JlJした脈 を糾 すろことが,上L)fWkのH 5) E AudJbert･Re､Inい l】nこ{･yr532(】9̀8)

的に耶うものと℡iろ.即収集t)!三尊粗の裁許で発 6) A I G.lJbLnde'･Dokhdy Akad X'auk,
牒 故の脚 の卿 地 史が充分iRRすべきもの･Cも S S S 汰 59(-948).

ろことを恥 ､めた｡ 7) 疋RI･工条文弘執念2LIll･hlo l(昭Dl25jf-6

V 結 陥

洪軌脚 の公会糖封鮎 としてガスr*ケゾトET拍 9) 先払 北.ti述鉱山学食拡 l,hlo5(昭17)I-2O

発射托除矧丘に耽さ迷べた｡ 】0)山#.火Tv学仝訟 32,Xo6 (qz4),5]2,33
淡輔は野のill黙約協和の縦 として牧ZBbr)作川と ポol(昭l･1),30
化学的作用のあることを迷べた｡ H) *Flh 工栗火繋臨金Zb9.Xo2(耶抑23lT･9JH

会gLも脳 も炎に洞繊能-Jjがある｡但し本粉には 65

対仏随ノ)がTzいことを突放的に痛めた｡
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lVehJtVCreSêr亡hedttleS･1fctyoEcoalmrrleeXploslヽeSb)folZoⅥltlgthreemethods,

1) StlOtfTOm mOrtOrlI日 e5tlrlggrLrLer),

2) T',XploslOnOffreestLSPCnSLeneZtrLrldge51ntCStlnggaHer)

3) ShotfromgasIめeketnlOrt.1rLTlteStlngganCn

I知th5eA-Ⅵeedandsodlllm 亡hlorLdBhLIVe)nh)blttLllgPOtrer一〇 LtleeOTTlbustLOllOf

methzlhCOrOte0.lldust JfⅥemlxtDthseLl-町eCdLLnd細dluZTLChlorldc.ltthesArI塘

tlmc toeOnla)neexplones,lTeCangetthee叩losLヽtSOEhLgherdegreeoEs.lEeい
Jh cxLLmpleot'tbeeQT叩.)SLLtOtISOE書uChはplo51ヽeSISaSrOllotTs

JIZtTOgll∝TITl(､ 80/I.'

nltTOくDttOTL 031./

m̂moz)lumnltrMe 697,Pe'

sezLWeed lS0,J.I

sodLum CMoriLle 70/pE.I

TllCeXplosLVeprOJnrtleSOEttM exptoshe LS弧tLSt,lCtOr〉Eoru首eLETflTCT)LrOtLlmlneg

(NLhozIYushlCo,Ltd Tnke101OF爪亡tOrI)




